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へ

賃
金
大
幅
Ｕ
Ｐ

見
え
る
・
聞
こ
え
る
・
実
感
で
き
る
春
闘
を

ろ
ー
れ
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ　11月14日、大阪労連と北摂地区協はJR高槻駅前で

なかまづくり大宣伝を行いました。組合加入を呼び
かけるリーフレットをティッシュに付けて配布しま
した。「職場で困ったら、労働組合に入ろう」と多く
の弁士が力強く訴えました。

労
働
組
合
に
入
ろ
う
　

な
か
ま
づ
く
り
大
宣
伝

　11月27日、おおさか労働相談センターは「コロナ
禍での解雇・雇止めは許さない！コロナ労働相談ホ
ットライン」にとりくみ、テレビ取材もありまし
た。「コロナ禍で仕事が減った」「契約更新が出来な
いかもしれない」などの相談が17件ありました。

雇
い
止
め
許
さ
な
い
！
　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　11月29日、大阪労連北河内地区協議会は、第36回
権利討論集会を開催。谷真介弁護士から「今こそ労働
組合の力を 権利侵害と闘う勝利の方程式とは―裁
判・労働委員会闘争を念頭に―」をテーマの講演を
受け、争議団から現状や教訓の報告がありました。

今
こ
そ
労
働
組
合
！
　

北
河
内
権
利
討
論
集
会

　12月１日、大阪労連と大阪争議団共闘会議は秋の
争議支援総行動で、早朝宣伝を行ってから大阪府下
11の会社や自治体などへの要請行動にとりくみまし
た。宣伝行動では「大阪から、全国からすべての争
議をなくそう」と力強く訴えました。

す
べ
て
の
争
議
な
く
そ
う
！

秋
の
争
議
支
援
総
行
動　　

2021年国民春闘討論集会

研修・学習会などにご利用ください

　

菅
代
表
委

員
（
大
阪
労

連
議
長
）
は

主
催
者
挨
拶

で
「
２
０
２

１
国
民
春
闘

は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
の

た
た
か
い
と

な
る
。
財
界

は
、
横
並
び

春
闘
を
否
定

し
、
最
賃
据

え
置
き
や
働

き
方
改
革
と

し
て
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
・

独
自
制
度
の
重
要
性
を
感
じ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
演
を
受
け
て
、
嘉
満
事

務
局
長
か
ら
「
２
０
２
１
年

国
民
春
闘
方
針
（
素
案
）」

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
っ
た
分
散
会

で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
春
闘
を
原
則
的
に
工
夫

し
な
が
ら
と
り
く
む
こ
と
」

「
市
民
と
共
に
闘
う
、
対
話

を
広
げ
る
、
住
民
投
票
の
た

た
か
い
を
教
訓
に
」
な
ど
２

０
２
１
年
春
闘
で
大
切
に
す

る
こ
と
、
重
点
と
し
て
い
き

た
い
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
国
民
春
闘
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
春

闘
で
の
奮
闘
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

11
月
14
日
、
大
阪
労
連
非

正
規
労
働
者
部
会
は
、『
非

正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
』
パ
レ
ー
ド

と
し
て
、
初
の
「
サ
ウ
ン
ド

・
デ
モ
」
に
挑
戦
。
大
阪
市

内
で 

買
い
物
途
中
の
方
な

ど
、
沿
道
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ

「「
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｓ
Ｕ
Ｎ 

Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
」
か
ら
と
し
て
、
参
加

者
は
「
非
正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
」

の
う
ち
わ
を
も
っ
て
、
道
行

く
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が

ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

初
の「
サ
ウ
ン
ド
・
デ
モ
」に
挑
戦

「
非
正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
」パ
レ
ー
ド

働
く
も
の
は
自
ら
の
権
利
を

知
る
た
め
に
学
習
し
よ
う

大
阪
労
連
非
正
規
労
働
者
部
会
第
10
回
定
期
総
会

　

11
月
20
日
、
大
阪
労
連
非

正
規
労
働
者
分
会
は
第
10 

回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表

し
て
、
島
村
部
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
の
福
地
事
務
局

長
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
問
題
に

よ
る
非
正
規
労
働
者
へ
の
影

響
と
実
態
～
知
ら
な
い
、
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
～
」
と
題

し
て
ミ
ニ
学
習
会
。
実
際
に

労
働
相
談
に
寄
せ
ら
れ
た
内

容
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で 

非
正
規
が
不

当
に
受
け
た
事
例
を
も
と

に
、
学
校
で
は
教
え
て
も
ら

「広域行政一元化」「総合区設置」条例化を許さない

維新は
民意を

守れ！

コロナ対
策に全力

を

市職員がんばれ！

11・17市役所前緊急宣伝・大阪市全区役所前宣伝
　

住
民
投
票
で
の
反
対

多
数
で
「
都
構
想
Ｎ

Ｏ
」
の
審
判
が
下
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
松
井

市
長
は
「
広
域
行
政
一

元
化
」「
総
合
区
」
の

２
条
例
案
を
来
年
２

月
、
議
会
に
提
案
す
る

こ
と
を
記
者
会
見
で
明

言
し
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
市
民
が
示
し
た

「
大
阪
市
の
権
限
と
財

源
を
い
か
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
住
民
投
票

の
結
果
に
真
っ
向
か
ら

背
く
も
の
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

「
11
・
17
市
役
所
前

緊
急
宣
伝
」
で
は
、
緊

急
提
起
を
受
け
て
１
２

０
人
が
参
加
し
、
維
新

と
松
井
市
長
に
よ
る
市

財
政
局
職
員
等
へ
の
恫

喝
行
為
を
は
じ
め
、
民

意
を
無
視
し
た
横
暴
を

断
じ
て
許
さ
ず
、
ま
と

も
な
大
阪
市
政
の
実
現

に
向
け
て
各
団
体
か
ら

訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
と
り
く
み
も
受

け
て
、
住
民
投
票
の
勝

利
報
告
と
市
職
員
の
激

励
を
兼
ね
て
、
大
阪
労

連
と
大
阪
自
治
労
連
は

11
月
25
日
か
ら
27
日
ま

で
の
３
日
間
で
、
大
阪

市
の
24
す
べ
て
の
区
役

所
前
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
延
べ
３
０
０
人
以

上
が
参
加
し
て
「
広
域

行
政
一
元
化
・
総
合
区

設
置
条
例
を
許
さ
な

い
！
」「
コ
ロ
ナ
対
策

に
全
力
を
！
」「
市
職

員
の
皆
さ
ん
、
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！
」
と
訴
え

ま
し
た
。

え
な
い
が
、
働
く
も
の
は
自

か
ら
の
権
利
を
知
る
た
め
に

学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　

議
案
提
案
は
、
松
本
事
務

局
長
よ
り
行
わ
れ
、
活
動
の

経
過
と
決
算
、
２
０
２
１ 

年
度
方
針
と
役
員
体
制
を
確

認
し
ま
し
た
。
最
後
は
池
辺

副
部
会
長
か
ら
新
役
員
を
紹

介
し
、
閉
会
挨
拶
で
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

た
。
土
曜
日
の
昼
の
大
阪
の

街
に
「
同
一
労
働
・
同
一
賃

金
」
の
必
要
性
を
響
か
せ
る

中
で
、
店
内
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

出
て
き
て
、
手
を
振
っ
て
く

れ
る
人
や
、
車
の
中
か
ら
応

援
し
て
く
れ
る
人
、
カ
ン
パ

を
く
れ
る
人
ま
で
、
本
当
に

大
き
な
反
応
が
感
じ
ら
れ
る

ア
ピ
ー
ル
と
な
り
、
元
気
よ

く
西
梅
田
公
園
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

ー
ル
す
る
こ
と
で
、
大
き
く

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
之
島
公
園
・
女
神
像
前

で
の
出
発
集
会
で
は
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
と
全
国
一
般
よ

り
、
こ
の
間
の
郵
政
の
「
手

当
」
の
勝
ち
取
り
、
医
科
薬

科
大
学
で
の
不
当
な
「
一
時

金
」
不
支
給
の
問
題
な
ど
、

正
規
と
非
正
規
に
お
け
る
不

合
理
な
格
差
に
つ
い
て
の
最

高
裁
判
決
を
う
け
て
、
今
後

の
た
た
か
う
決
意
が
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
サ
ウ
ン
ド
・
デ
モ
」
の

コ
ー
ラ
ー
は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ 

Ｓ

Ｕ
Ｎ 

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」。 

コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
開
催
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
な
ど
は
行
わ
ず
、
声
を

出
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
は
全
て

雇
用
類
似
の
働
き
方
な
ど
、

す
で
に
攻
撃
姿
勢
を
露
わ
に

し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
を
許
さ

ず
労
働
者
・
国
民
の
切
実
な

要
求
実
現
と
組
織
の
前
進
を

め
ざ
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
大
都
市

・
大
阪
の
経
済
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、

大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
地

域
政
策
学
科
教
授
の
桑
原
武

志
さ
ん
が
講
演
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
大
阪
の

実
態
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
に
驚
き
、
そ
の
状
況
で
ど

う
い
う
政
策
を
つ
く
り
、
市

民
に
訴
え
て
い
く
か
、
何
が

効
率
的
な
の
か
考
え
る
キ
ッ

カ
ケ
と
な
っ
た
」「
国
の
施

策
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
福

祉
・
教
育
・
医
療
の
大
阪
の

　

11
月
28
日
、
大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と
大
阪

労
連
は
、「
２
０
２
１
年
国
民
春
闘
討
論
集
会
」

を
開
催
し
、
50
人
が
参
加
し
て
21
国
民
春
闘
勝

利
に
向
け
、
学
習
と
交
流
を
す
す
め
ま
し
た
。

格
差
を
な
く
し
て
均
等
待
遇
を
実
現
し
よ
う

正
規
・
非
正
規
が
力
を
合
わ
せ

コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ

市役所前には120人が参集 24すべての区役所前で宣伝

講演する桑原武志さん


